
映像配信関連技術 地上波デジタル放送に採用される「H.264」 著作権管理技術も待たれる

399

10-1次世代テクノロジーの標準化と製品化の現状

＋ インターネット白書2004 ＋

ビデオ圧縮に関する国際標準には、

ISO/IECで策定されたMPEG-4などな

どのほかにITU-Tの「Hシリーズ」と呼

ばれる勧告（国際標準）がある。中で

も、H.264はMPEG-4の一部として、

低リソースでDVD品質の配信が可能と

なる形式で、沖電気やenvivioなどから

新たなソフトウェアコーデックが開発さ

れ、MPEG-4の1.5〜2倍の圧縮性能を

実現している。

H.264は、放送業界からも注目を集

めており、国内での地上波デジタル放

送の移動体向けフォーマットとして

「AVC/H.264」が採用され、2005年か

らの実用化を計画中だ。また、データ

圧縮率が同程度といわれるマイクロソ

フトのWMV9とともに、東芝やNEC

が推進する次世代 DVD規格「HD

DVD」（15GBのディスクに2時間分の

HDTV番組やHD形式の映画を収録可

能）のビデオコーデックの有力候補と

なっている。

一方、コンテンツ管理や著作権管理

のための技術も新たな標準化が行われ

ている。ISO/IEC JTC1 SC29/WG11

で策定されているMPEG-7は、正式名

称を「Multimedia Content Descrip -

tion Interface」と呼び、マルチメディ

アコンテンツを有効に検索するための記

述方法を定めたものだ。大きく分けて、

以下の3つの標準化が進められている。

・記述子（Descriptor） :「色」や

「形」などの属性と「赤」や「四角」

といった表現値の組み合わせで表し、

画像の色や形状、テクスチャ、メロデ

ィ、楽器、無音情報などを記述する。

・記述スキーマ（Description Scheme）:

属性と表現値といった簡単な組み合わ

せではなく、メディア情報や要約情報、ユ

ーザーの好みなどの情報を記述する。

・ 記 述 定 義 言 語（ Descrip tion

Definition Language）:-W3CのXML

Schemaをベースとしてた言語にデータ

型を追加したもの。

コンテンツ流通や著作権保護の技術

を標準化するためにMPEG-21という規

格も提案されている。「デジタル項目宣

言」「コンテンツ表現」「デジタル項目

識別と記述」「コンテンツ運営と使用」

「知的財産権運営と保護」「ターミナル

とネットワーク」「イベント報告機能」

の7つの要素に関しての標準化が行わ

れ、「権利表記言語」や「権利データ

ディクショナリ」の2つの著作権管理技

術に対しての策定を終えている。さら

に 、 MPEG-4に 適 用 で き る DRM

（Digital Rights Management）技術

としてISMAから「Encryption and

Authentication Specification v.1.0」

という仕様書も発表された。

情報共有技術 企業システムしても注目される「ブログ」や他のウェブサイト構築ツール

ERP、SCM、CRMなどから発展し

て、最近ではBI（ビジネスインテリジ

ェンス）やEIP（企業情報ポータル）

などのバックエンドのデータベースから

ウェブまでを包括した意思決定システ

ムや情報共有システムが登場してきて

いる。各システムベンダーなどが競って

これらの製品を発表して企業への売り

込みを行っているが、BIやEIPなどの

言葉は違っても、どれも顧客満足度を

高め、販売機会を逃さずに迅速な意思

決定を行い、効果的なマーケティング

やキャンペーン活動を行うという考え方

に違いはない。

一方、昨年からブームを巻き起こし

ているといわれブログ（Blog、ウェブロ

グ：Weblogともいわれる）の盛り上が

りからも新たな動きが出てきている。

ブログの特徴としては、テキストや画

像などのコンテンツを時系列に並べて簡

単にアップロードでき、テンプレートを

利用するためにHTMLなどの知識がな

くても一定のデザインで表示できること

が挙げられる。つまり、現在は個人ユ

ーザーなどによる盛り上がりを見せてい

るブログであるが、情報公開や更新の

手間が省けることを考えれば、今後は

企業でのブログシステムの導入が一般的

となってくることが予想されるのだ。

実際に、2004年5月には日立製作所

か ら 企 業 向 け の ブ ロ グ サ ー ビ ス

「BOXER BLOG powered by Type

Pad」が発表されている。これは、ブロ

グツールで有名な「Movable Type」

を開発したシックス・アパートのブログ

サービス「TypePad」を利用したもの

で、シックス・アパートが日本法人を

2004年3月に設立したことからも、今

後の国内での企業向けのブログサービ

スが増えてくるものと思われる。

これらの企業向けブログシステムが増

えてくれば、RSS（RDF Site Summary）

を使ったサイト情報の要約と公開も今

後増えてくることが予想できる。RSS

は、サイトの概要をメタデータとして簡

潔に記述するXMLフォーマットで、ニ

ュースリーダーなどで利用できるものだ。

RSSを使った情報の要約と公開の例と

しては、アサヒ・コムが有名だが、現

状ではこうしたサイトはまだまだ少ない。

ウェブサイト構築ツールという点で

は、 XOOPSの登 場 も注 目 される。

XOOPSはPHP言語を用いたコミュニ

ティサイト構築ソフトで、GPLに基づ

くオープンソースで書かれており、個人

でも手軽にユーザー登録型のポータルサ

イトを構築できる。現在は一部のへビ

ーユーザーの利用がほとんどだが、企業

で導入するケースも増えている。
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